


……ｌｉ……；…Ⅷｌｉｌｌ‐ｉ１ｌ偽１１；ｉｔ……１，１…１閨・臘叫．：劔罎瘻囑繧螂．Ⅲ藝渤臘犀愈臘嶮御峠．●回個・峠艘旧修１皀糯》●驫勵峠螂幟，趣朧．●軋儒．●州昨噛叶曰圓礒壜鳳筐●饒驍艤個』鳳艤鬘●、蝋壜囑鱸轌齪』團罎罎艤●野，壜臘峠嶬’蝋蝋鬮腓鬮●鰄蒻馳饒澗嶢臘罎．「繧齪礒「薑》圭一題”縢腱録躯傘「饅》．』●釦雪饒』驍罎藝誘．、」艤曉雪』』●縢胤》壜←邊聯一一

｝
評
一
。
。
（
か
’
一 ●
 

部落問題に関するドイツ語国内の最近の動向159 158 

同
書
は
一
九
八
一
年
四
月
に
「
デ
イ
・
ツ
ァ
イ
ト
」
紙
（
《
《
豆
①

凶
昌
ご
）
に
連
載
さ
れ
た
「
日
本
報
告
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
「
無
権
利
状
態
に
近
い
」
部
落
民
の
存
在
と
、
就
職
・
結

婚
差
別
な
ど
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑤
『
シ
ュ
テ
ル
ン
』
九
月
一
一
四
日
号
（
《
《
の
冒
目
】
》
》
）

発
行
部
数
八
○
○
万
の
ド
イ
ツ
の
大
週
刊
誌
『
シ
ニ
テ
ル
ン
』
は

「
神
話
の
日
本
」
と
題
す
る
別
冊
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
中
に
「
繁

栄
の
陰
で
」
と
い
う
写
真
を
含
め
て
七
ペ
ー
ジ
の
記
事
が
あ
り
、
部

落
民
、
在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
、
釜
ケ
崎
の
日
雇
い
労
働
者
、
原
発
の

下
請
け
労
働
者
な
ど
の
状
況
が
比
較
的
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
な
一
般
向
け
週
刊
誌
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る

》
つ
。ド
イ
ツ
の
被
抑
圧
民
族
濃
会
（
の
⑦
の
①
二
の
・
言
｛
芹
帛
言
ず
の
ｇ
ｏ
室
の

く
。
一
言
局
）
と
い
う
人
権
擁
護
、
差
別
撤
廃
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
組

織
の
機
関
誌
、
「
ポ
グ
ロ
ム
」
（
《
壱
・
空
・
曰
ご
）
八
一
一
号
に
狭
山
裁

判
の
不
当
性
を
訴
え
る
記
事
と
、
拙
稿
「
日
本
の
被
差
別
者
Ⅱ
部
落

民
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
す
で
に
一
九
七
三
年
、
被
抑
圧
民
族
協
会
は

ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ヴ
ォ
ス
教
授
（
の
⑦
。
長
の
Ｃ
の
ぐ
。
、
）
の
手
に
な
る

『
不
可
触
民
Ⅱ
部
落
民
」
と
い
う
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
が
、
そ

そ
し
て
三
タ
は
朝
鮮
の
捕
虜
の
子
孫
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
差
別
の

根
拠
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
も
や
民
族
及
び
職
業
起
源
説

で
あ
る
。②
マ
ー
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ウ
ィ
ン
ト
署
『
日
本
列
島
』
第
一
一
巻
（
一
九
八

一
年
刊
）

（二回四■（】】一ｍの】こく】】】〔一℃へ（】〕麓⑫』鯵』》色】】一ｍの］｝の閂］一ｍの］『の】⑤］｝ご

国
冒
三
四
）

「
’
八
六
九
年
以
来
、
部
落
民
（
と
い
う
用
語
）
は
明
治
立
法
以

前
に
完
全
な
市
民
的
権
利
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
少
数
集
団
の
総

称
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
様
々
な
由
来
の
少
数
集
団
、
ア
イ
ヌ

も
、
日
本
に
帰
化
し
た
朝
鮮
人
も
、
そ
し
て
特
に
（
略
）
ア
メ
リ
カ

の
黒
人
と
そ
の
社
会
的
地
位
が
似
て
い
る
エ
タ
も
含
ま
れ
る
。
（
略
）

法
務
省
発
表
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
二
年
に
は
部
落
民
に
対
す

る
違
法
行
為
が
三
、
六
○
○
件
以
上
処
理
さ
れ
、
そ
の
多
数
は
エ
タ

に
関
係
し
て
い
た
。
」

こ
の
場
合
は
「
部
落
民
」
と
い
う
用
語
が
、
日
本
の
被
差
別
者
の

総
称
と
し
て
誤
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
ア
リ
ア
ネ
・
デ
ト
ロ
フ
、
ハ
ン
ス
・
キ
ル
ヒ
マ
ン
共
著
『
労
働
国
家

日
本
』
二
九
八
一
年
刊
）

（
少
邑
色
昌
⑦
己
⑦
｛
こ
◎
鹿
へ
国
色
】
一
ｍ
【
百
・
●
盲
皀
色
】
目
・

へ
《
シ
臣
ご
＆
扇
、
国
●
胃
】
自
己
旨
】
》
》
）

著
者
一
一
人
は
元
日
本
駐
在
の
新
聞
特
派
員
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
労

三
、
運
動
の
国
際
連
帯

・
ｌ
９
Ｐ
Ｌ
』
』
，
・
・
ぞ
。
」
乢
氏
、
武
、
曲
。
占
乙
ｊ
コ
イ
『
１
２
１
鮒
１
１
Ⅶ
イ
囚
▼
■
ム
ロ
イ
軒
１
Ｍ

れ
は
極
め
て
差
別
的
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
批
判
は
植
松
健

郎
氏
が
『
差
別
と
た
た
か
う
文
化
』
九
号
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

被
抑
圧
民
族
協
会
は
『
ポ
グ
ロ
ム
」
誌
と
は
別
に
「
第
四
世
界
の

現
実
Ｉ
報
告
・
解
説
・
行
動
」
（
員
く
盲
（
の
三
の
戸
シ
一
声
目
ｏ
－
－
１

ｚ
：
冑
］
○
一
旨
ご
》
【
・
目
日
の
目
国
境
①
》
シ
三
一
・
二
の
ご
》
》
）
と
い
う
出
版
物
も

刊
行
し
て
い
ろ
。
そ
の
一
三
号
で
も
狭
山
裁
判
の
不
当
性
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
同
時
に
東
京
高
裁
に
対
し
て
抗
議
文
を
送
る
よ
う
呼
び
掛

け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
再
審
を
で
き
る
だ
け
早
く
開
始
す
る
よ
う

に
と
の
二
十
通
を
起
す
要
請
文
が
ド
イ
ツ
か
ら
東
京
高
裁
に
送
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
「
解
放
新
聞
」
一
○
四
二
号
）
。
そ
の
背
景

と
し
て
は
、
一
九
八
一
年
度
か
ら
部
落
解
放
研
究
所
が
反
差
別
の
国

際
交
流
を
目
的
と
し
て
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
英
文
の
田
口
目
百

ロ
ケ
①
円
昌
・
ロ
ｚ
①
ミ
の
ど
の
力
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

働
組
合
紙
の
記
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ろ
。
「
労
働
国
家
日
本
』

は
日
本
の
経
済
・
政
治
体
制
を
厳
し
く
批
判
し
た
、
労
働
者
の
立
場

か
ら
書
か
れ
た
新
書
版
の
書
物
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
は
執
筆
の
意

図
が
、
日
本
人
に
対
す
る
人
種
差
別
的
な
敵
意
を
呼
び
起
こ
そ
う
と

す
る
も
の
で
は
断
じ
て
な
く
、
日
本
の
支
配
層
と
民
衆
の
間
の
矛
盾

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
労
働
者
階
級
と
の
連
帯
を

呼
び
掛
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の

内
容
に
は
い
く
つ
か
の
認
識
不
足
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
点

が
見
え
な
い
で
も
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
家
、
企
業
家
、
マ

ス
コ
ミ
が
日
本
資
本
主
義
を
美
化
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
は
日

本
の
労
働
者
の
「
勤
労
意
欲
」
、
「
謙
虚
さ
」
を
見
習
え
と
労
働
運

動
を
攻
撃
す
る
大
々
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
拡
げ
て
い
る
現
状
下

で
の
そ
の
出
版
は
意
義
深
い
。

こ
の
「
労
働
国
家
日
本
』
に
は
二
ペ
ー
ジ
半
に
わ
た
っ
て
部
落
問

題
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
部
落
民
に
対
す
る
就
職
・
結
婚
差
別
、

「
地
名
総
鑑
」
と
そ
れ
に
対
す
る
解
放
運
動
の
闘
い
、
東
京
の
荒
川
、

墨
田
、
木
下
川
の
部
落
に
お
け
る
劣
悪
な
生
活
環
境
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
部
落
差
別
の
歴
史
的
原
因
は
や
は
り
職

業
的
に
説
明
さ
れ
て
い
ろ
。

④
ミ
ハ
エ
ル
・
ユ
ン
グ
プ
ル
ー
ト
他
署
「
日
本
レ
ポ
ー
ト
』
（
’
九
八

一
年
刊
）

（
昌
一
ら
］
国
の
］
』
昌
一
囚
亘
冒
や
二
・
色
・
《
《
』
畠
〕
昌
一
‐
房
の
｝
】
◎
二
》
》
）

部
落
問
題
に
対
す
る
国
際
的
関
心
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
、
差
別
問

題
も
生
じ
る
に
至
っ
た
。
一
九
八
一
年
二
月
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学

東
ア
ジ
ア
研
究
所
に
お
い
て
「
国
際
関
係
に
お
け
る
日
本
の
経
済
社

会
発
展
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
私
は
「
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
政
策
か
ら
見
た
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
の
理
解
と
発
展
」
と

四
、
差
別
問
題
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張
が
単
な
る
無
知
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
事
情
を
充
分
に
知
ら
な
い
外
国
人
に
対
し
て
、
存
在
も
し

な
い
「
一
九
五
二
年
の
同
和
保
護
法
」
な
る
も
の
を
で
っ
ち
上
げ
、

部
落
民
が
日
本
の
皮
革
・
靴
産
業
を
独
占
し
て
い
る
か
の
ど
と
き
印

象
を
植
え
付
け
た
日
本
側
関
係
者
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

確
か
に
奈
良
県
下
の
部
落
企
業
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
ス
キ
ー

靴
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
に
関
し
て
は
、
輸
入
品
が
総
需
要
の
半
分
を

超
え
た
一
九
七
五
年
に
、
関
税
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
税
政
策
は
自
国
産
業

を
保
護
す
る
た
め
、
ど
こ
の
国
で
も
講
じ
る
で
あ
ろ
う
当
然
な
も
の

と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
関
税
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九

八
○
年
に
は
輸
入
品
が
総
需
要
の
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
日
本
へ
の
ス
キ
ー
靴
輸
出
量
も
一
九
七
五

年
か
ら
八
○
年
の
間
に
、
絶
対
数
で
二
倍
の
伸
び
を
見
せ
た
。
た
だ

し
日
本
の
輸
入
ス
キ
ー
靴
全
体
に
占
め
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
品
の
割

り
合
い
は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
は
日
本
ス
キ
ー
靴
市
場
に
お

い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
イ
タ
リ
ア
と
の
競
争
に
破
れ
た
結
果
で
あ

っ
て
、
も
ち
ろ
ん
部
落
の
ス
キ
ー
靴
製
造
と
は
何
ら
関
係
な
い
の
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
リ
ア
ス
キ
ー
靴
業
界
の
ヘ
ル
ン

タ
ー
氏
は
自
ら
の
商
売
上
の
失
敗
の
責
任
を
部
落
民
に
転
嫁
す
る
よ

う
な
悪
質
な
主
張
を
新
聞
紙
上
で
行
な
っ
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
院
が
「
仲

題
し
て
部
落
問
題
、
「
同
和
」
行
政
に
関
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。

こ
の
報
告
に
対
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
有
賀
弘
東
京
大
学
教

授
は
、
「
私
は
部
落
問
題
は
も
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
東
日
本
、
東
京
な
ど
で
は
も
う
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の
妻
は
部
落
出
身
で
す
が
、
問
題
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
と
部
落
解
放
同
盟
の
対
立
は
金
銭
問
題
で
す
。
」
な
ど

の
発
言
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
東
日
本
に
も
部
落
差
別
は
存
在
す
る
と

い
う
反
論
に
対
し
て
は
、
「
い
い
え
、
部
落
は
全
く
な
い
。
」
と
断

言
さ
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
差
別
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に

「
解
放
新
聞
」
一
○
三
六
号
、
『
部
落
解
放
』
一
七
五
号
に
詳
し
く

報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

差
別
問
題
貿
易
界
に
お
い
て
も
発
覚
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
発

行
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
ク
ナ
ッ
ィ
オ
ナ
ー
レ
・
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ

ト
」
紙
（
《
《
閂
員
の
目
畳
・
昌
一
①
二
言
Ｃ
盲
岸
ご
）
の
一
九
八
一
年
五
月

十
五
日
号
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
品
の
日
本
輸
出
に
関
す
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
靴
企
業
連
盟
の
フ
ラ
ン
ッ

・
ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
談
（
句
量
目
国
⑦
旨
貝
⑦
局
）
と
し
て
次
の
よ
う
な

こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
日
本
は
前
世
紀
か
ら
草
・
靴
の
輸
入
を
無
条
件
に
禁
じ
て
い
ろ
。

明
治
天
皇
は
農
民
を
新
た
な
地
域
に
移
住
さ
せ
、
牛
の
飼
育
を
命

じ
、
そ
の
代
り
に
皮
を
な
め
し
加
工
す
る
特
権
を
与
え
た
。
こ
れ
ら

の
人
々
は
今
日
で
は
あ
な
ど
る
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ッ
タ
集
団
と
い

う
圧
力
団
体
に
成
長
し
た
。
こ
の
集
団
を
保
護
す
る
た
め
に
昭
和

（
「
同
和
」
の
誤
り
、
注
）
の
法
令
が
定
め
ら
れ
た
。
」

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
靴
産
業
の
歴
史
、
部
落
産
業
の
現
状
、
及

び
三
ツ
タ
」
と
い
う
用
語
の
差
別
性
を
述
べ
た
投
書
を
私
は
新
聞

社
に
、
そ
し
て
そ
の
コ
ピ
ー
を
ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
に
送
っ
た
。
当
初
、

「
イ
ン
タ
ナ
ッ
ィ
オ
ナ
ー
レ
・
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
」
紙
編
集
長
は

そ
の
掲
載
を
約
束
し
た
が
、
そ
の
後
「
日
本
専
門
家
」
を
自
称
す
る

ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
は
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
院

（
国
巨
己
の
、
‐
言
言
⑩
Ｏ
言
｛
諒
冨
曰
冒
の
円
）
及
び
皮
革
産
業
連
合
に
手

を
回
し
、
そ
れ
ら
の
団
体
か
ら
手
紙
、
電
話
で
投
書
の
発
表
を
見
合

わ
せ
ろ
よ
う
に
と
言
っ
て
き
た
。
そ
し
て
ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
か
ら
は
次

の
よ
う
な
強
圧
的
内
容
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
。

「
私
は
日
本
の
靴
業
界
の
指
導
者
を
五
十
人
以
上
も
知
っ
て
お

り
、
多
く
の
企
業
主
や
重
役
、
様
々
な
省
の
担
当
者
た
ち
と
長
年
の

友
情
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
輸
入
に
関
す
る
討
論
で
は
エ
タ
も

（
マ
マ
）

圧
力
団
体
も
常
識
用
三
宅
で
あ
る
。
一
九
五
一
一
年
に
制
定
さ
れ
た
同
和

保
護
法
に
つ
い
て
は
輸
入
協
会
役
員
の
Ａ
氏
を
通
じ
て
知
る
に
お
よ

び
、
断
じ
て
無
責
任
な
情
報
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
。
関
係
業
界

に
お
い
て
最
大
の
尊
敬
を
受
け
て
き
た
Ｂ
氏
も
エ
タ
や
圧
力
団
体
と

い
う
用
語
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
が
事
実
に
即
し
た
当
然
の
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
」

こ
れ
に
よ
っ
て
新
聞
紙
上
に
お
け
る
ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
の
差
別
的
主

裁
」
に
乗
り
出
し
、
ヘ
ル
ン
タ
ー
氏
と
私
の
話
し
合
い
が
企
画
さ
れ

た
が
、
彼
は
こ
れ
を
再
三
に
わ
た
っ
て
拒
否
し
続
け
た
。
そ
し
て

新
聞
社
へ
の
投
書
は
結
局
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
そ
れ
と

は
別
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
合
雑
誌
『
エ
キ
ス
ト
ラ
ブ
ラ
ッ
ト
」

（
《
《
因
×
弓
吾
］
四
耳
》
》
）
一
九
八
一
一
年
一
月
号
は
、
こ
の
問
題
と
、
そ
れ

へ
の
非
民
主
的
対
応
に
つ
い
て
報
じ
た
。

こ
の
差
別
問
題
は
偶
然
発
覚
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
種
の
事
件

が
表
面
化
せ
す
に
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
る
ま

い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
日
本
の
関
係
各
省
や
団

体
は
充
分
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
外
務
省
に
よ
っ
て

「
同
和
問
題
」
と
い
う
英
文
十
八
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
が
一
九
七
七
年

に
発
行
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

日
本
貿
易
振
興
会
は
外
国
に
お
け
る
対
日
理
解
の
促
進
を
は
か
る

と
の
目
的
で
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
を
日
本
へ
招
待
し
て
お
り
、

’
九
八
一
年
五
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
保
守
系
有
力
新
聞
「
デ

イ
・
プ
レ
ッ
セ
」
紙
（
《
《
豆
①
勺
爲
の
の
⑫
の
ご
）
の
エ
リ
ッ
ヒ
・
ホ
ー
ル
ン

氏
（
同
旨
｝
】
国
○
○
日
）
を
一
一
週
間
日
本
へ
招
い
た
。
帰
国
後
、
ホ
ー

ル
ン
氏
は
「
デ
イ
・
プ
レ
ッ
セ
」
紙
六
月
十
三
日
・
十
四
日
号
に
日

本
に
関
す
る
長
文
の
記
事
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
差
別
問
題

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
お
粗

末
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
日
本
は
単
一
民
族
で
あ
る
か
ら
、
外
国
人
労
働
者
や
人
種
差
別






